
星空ガイド ６月１６日～７月１５日

※惑星は２０２３年７月１日の位置です。

よいの星空
６月１６日２２時頃

７月 １日２１時頃

１５日２０時頃

あけの星空
６月１６日 ４時頃

７月 １日 ３時頃

１５日 ２時頃

［太陽と月の出入り（大阪）］

月 日 日の出 日の入 月の出 月の入 月齢

６ １６ ４：４４ １９：１２ ２：５４ １７：３２ ２７.５

２１ ４：４５ １９：１４ ７：０２ ２１：５２ ２.９

２６ ４：４６ １９：１５ １１：５０ ‐‐ ： ‐‐ ７.９

７ １ ４：４８ １９：１５ １７：１０ ２：０８ １２.９

６ ４：５０ １９：１４ ２１：１５ ６：１４ １６.９

１１ ４：５２ １９：１３ ２３：５４ １２：１１ ２１.９

１５ ４：５５ １９：１２ ２：１４ １７：２８ ２６.９
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図１．日没後１時間の金星の位置 図２．望遠鏡で見た金星の形と大きさ

宵の明星のお別れ。内合前の金星を見よう

昨秋から夕空で輝く金星＝宵の明星ですが、そろそろ太陽に近づき、高度も低くなり、お

別れです。一方、金星を望遠鏡で見ると、太陽に近づくにつれ、半月→三日月型になり、

大きさも大きくなり見応えがあります。望遠鏡を持っている人はぜひ確認してみましょう。

また、金星は６月２２日に月と火星とならびます。梅雨時ですが晴れれば、それも

楽しめますね。

夏の大三角をチェック

七夕が近づき、デネブ、ベガ（織り姫）、アルタイル（彦星）の３つの星で作る「夏の

大三角」がボチボチ東の空に見え始めています。見ごたえがあるのは深夜過ぎです。

一方、織り姫と彦星の間にあるはずの天の川は大阪市内ではなかなか望めません

が、実は双眼鏡で見ると星が多いのがわかります。ぜひ試してみて下さい。

渡部 義弥（科学館学芸員）［こよみと天文現象］

月 日 曜 主な天文現象など

６ １７ 土 明空の低空に月と水星がならぶ

１８ 日 ●新月（１４時）

２１ 水 夏至

２２ 木 夕空に月と金星と火星がならぶ月

が最遠（４０５,３８５km）

２３ 金 月とレグルスがならぶ

２６ 月 上弦（１７時）

２７ 火 月とスピカがならぶ

月 日 曜 主な天文現象など

７ １ 土 月とアンタレスがならぶ

水星が外合

２ 日 半夏生

３ 月 ○満月（２１時）

５ 水 月が最近（３６０,１４９km）

７ 金 七夕／小暑／地球が遠日点通過変

光星くじら座ミラ（２.０～１０.１等）が

極大のころ

１０ 月 下弦（１１時）

１２ 水 月と木星が接近
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